
道
路
災
害
防
止
対
策
事
業
で
嶺

田
川
上
線
（
川
上
）
兼
用
護
岸
改
修

工
事
、
東
４
４
７
号
線
（
丹
野
）
法

面
復
旧
工
事
の
内
容
の
詳
細
と
地
元

へ
の
説
明
は
。

嶺
田
川
上
線
兼
用
護
岸
改
修

工
事
の
施
工
箇
所
は
川
上
地
内
の

長
堀
橋
東
側
。
工
事
内
容
は
、
江

川
左
岸
の
兼
用
護
岸
の
沈
下
が
進

行
し
て
い
る
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

を
施
工
す
る
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク

積
み
高
さ
約
３
ｍ
、
施
工
延
長
約

13
ｍ
と
な
る
。
東
４
４
７
号
線
法

面
復
旧
工
事
は
施
工
箇
所
が
丹
野

地
内
で
、
丹
野
池
の
南
付
近
か
ら

布
引
原
に
上
っ
て
い
く
道
路
。
昨

年
６
月
の
降
雨
に
よ
り
谷
側
法
面

の
一
部
が
崩
壊
し
た
た
め
、
今
後

　
令
和
７
年
度
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
初
の
予
算
に
過
不
足
が

生
じ
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
な
ど
を
確
認
し
、
課
題
や
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。崩

壊
が
拡
大
し
て
道
路
の
通
行
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
法
面
の

対
策
を
実
施
す
る
も
の
で
、
補
強

盛
土
工
法
で
高
さ
３
ｍ
か
ら
５
ｍ

程
度
、
施
工
延
長
は
約
15
ｍ
と
な

る
。
地
元
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

嶺
田
川
上
線
と
東
４
４
７
号
線
と

も
に
、
施
工
業
者
決
定
後
、
工
事

内
容
や
施
工
期
間
な
ど
を
示
し
た

回
覧
文
書
を
作
成
し
、
自
治
会
や

関
係
者
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
施
工
現
場
に
お
い
て
も
工

事
期
間
や
交
通
規
制
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
予
告
看
板
を
設
置
し
て

通
行
す
る
方
々
に
も
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

審 査
ピックアップ
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第44号

菊
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　

道
路
工
事
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
予
定
箇
所
へ
の
予
告
看
板
設

置
、
広
報
等
で
の
周
知
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
も
事
前
周
知
を

し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
法
面
の
復
旧
工
事
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
難
し
い
と
思
う
が
、
総
合
的

な
判
断
を
し
て
二
次
災
害
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

保
育
事
業
費
（
保
育
支
援
）、

民
営
化
前
の
お
お
ぞ
ら
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
化
事
業
は

ど
の
程
度
進
ん
で
い
た
の
か
。
ま
た
、

今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
内
容
は
。

民
営
化
前
の
お
お
ぞ
ら
認
定
こ

ど
も
園
で
は
、
保
護
者
へ
の
一
斉
連

絡
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
み
導
入
し

て
い
た
。
民
営
化
後
の
お
お
ぞ
ら
認

定
こ
ど
も
園
で
は
、
保
育
計
画
や
保

育
記
録
の
作
成
、
保
護
者
と
の
連
絡
、

登
降
園
の
管
理
と
い
っ
た
も
の
を
電

子
化
す
る
複
合
的
な
シ
ス
テ
ム
の
導

入
と
併
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
端
末
を
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
保
育
施
設
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
に
関

し
て
、
今
回
お
お
ぞ
ら
認
定
こ
ど

も
園
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
た

が
、
全
体
的
に
業
務
改
善
や
負
担

軽
減
が
進
め
ば
よ
い
と
思
っ
た
。
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